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Abstract
Based on results of the buoyancy tests of fruits 

which were soaked in sea water, dispersal by ocean 
currents of Cassytha filiformis was discussed and new 
locality of the plant from sea-borne seed was reported 
in Japan.

はじめに
スナヅル属 Cassythaは，クスノキ科のつる性

寄生植物で，世界に 22種があり，その中で，ス
ナヅル Cassytha filiformis L.は，最も広く分布し，
世界の熱帯・亜熱帯に見られる（POWO 2025）．
日本では琉球列島から屋久島・九州の佐多岬まで
と小笠原諸島の海岸に知られている（田村 1982，
米倉 2015）．高知県でも 2016年に室戸市羽根町
で発見されたが，台風で消失し，その後大月町柏
島で発見された（高知県レッドデータブック（植
物編）改訂委員会 2022）．
スナヅルは海外では内陸部にも生育し，草本

植物よりも木本植物に嗜好的に寄生することが知
られている（Zhang et al. 2022）．日本では海浜に
生育するグンバイヒルガオ Ipomoea pes-capraeや
ソコベニヒルガオ I. littoralis，ハマアズキ Vigna 

marinaなどの草本植物に多く，ハマゴウ Vitex 

rotundifolia，クサトベラ Scaevola taccadaなどの
低木類などにも寄生するが，ほぼ海岸部に限られ
る．個体の旺盛な成長時にはつるが緑色をしてい
るが，開花，結実し，やがて茎が橙色化してくる
につれて衰退し，枯死する（岩瀬ほか 2019）．
熱帯・亜熱帯に広く分布することや海岸に多

く生育することから，本種は古くから海流散布植
物であると考えられているが，その海水での浮遊
能力については異なる記述がなされてきた．しか
し，最近では本種の海流散布について詳細なある
いは正確な記述はなされていない．
スナヅルの果実の浮遊実験に基づく海流散布

についての考察と，漂着発芽個体（漂着種子由来
の実生）の新産地について報告しておきたい．

方　法
海水での浮遊能力を調べるために，鹿児島県

徳之島でスナヅルの種子と果実を採集した．採集
した約 1カ月後に人工海水を用いて浮遊能力を調
べた．果実は 30個ずつ 3つのグループに分けて，
それぞれ人工海水を入れた約 500 mlの容器に浮
かせ，10日毎に浮遊している割合を調べた．海
水が濁ってきた時には，そのつど新しい海水と交
換した．

結果および考察
浮遊能力と海流散布　Ridley (1930)は，スナヅ

ルの種子は海流で散布され，その種子は，グンバ
イヒルガオやサキシマハマボウ Thespesia 

populneaの種子と同じように子葉が完全に中を満
たしておらず，空隙があることが浮力の基である
としている．しかし，徳之島で採集した種子はす
べてすぐに沈み，浮遊能力はなかった．
果実の海水での浮遊実験は，10日毎に浮遊し

ている割合の平均と標準偏差を調べ，結果を Fig. 1
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にまとめた．30日後で 63.3 ± 20.8%，60日後で
47.7 ± 25.4%が浮いており，スナヅルは海流で散
布されることがわかった．Guppy (1917)は，太平
洋諸島に生育している個体から採集した果実は，
何カ月も生きたまま海水に浮くことができるが，
ジャマイカの湿潤な低木林で採集した果実は，浮
遊しなかったことを述べている．一方，Muir (1933)

は，太平洋域で採集した果実は，8日目以降に浮
いていたのはわずか 18%であったとしている．
しかし，最近のスナヅルの総説では海流散布につ
いて詳しい説明や正しい記述は見られず，Nelson 

(2008)は，種子は動物，水，強風，人為によって
散布されることを紹介し，特に人為散布について
例をあげて説明しているが，海流散布については
種子が大陸間と島嶼間で散布されていることだけ
を記述している．Zhang et al. (2022)は，Muir (1933)

の記述を誤って引用し，スナヅルの果実は太平洋

において何カ月も浮いていたことがわかっている
としている．
新産地と生育状況　スナヅルを発見したのは

2025年 11月 22日，長崎県五島市玉之浦町大宝で，
五島列島の南端に位置する福江島の南部に位置す
る（Fig. 2）．ここにはグンバイヒルガオ群落があ
り（山本 2023，中西 2025c），毎年開花，結実す
る個体群としては，北限自生地である．また，こ
の海岸には毎年多くの漂着発芽植物が見られ（中
西 2023），フウセンアサガオ Operculina turpethum

（中西 2024a），モモタマナ Terminalia catappa（中
西 2024b），モダマ Entada tonkinensis（中西 2025a），
サキシマハマボウ（中西・茨木 2025）や，ハマ
アズキが開花したこともある（中西 2025b）．
発見したスナヅルは，グンバイヒルガオ群落

の海側に生育している，漂着種子由来のグンバイ
ヒルガオの幼個体に寄生していた（Fig. 3）．スナ
ヅルは茎の長さ約 9 cm，葉を 4枚つけたグンバ
イヒルガオの上から 3 cmの部分に寄生していた．
そこから太さ約 1 mmの 3本の茎を長さ 5 cm，3 

cm，2 cm伸ばし，それぞれの茎は枝分かれし，
先端は曲がっている．基部は緑色，上部は黄緑色
をしている．この地はグンバイヒルガオの複数個
体が越冬するが，汀線に近い箇所に発芽した個体
は，飛砂や寒さの影響で枯れてしまう．スナヅル
が寄生していた個体はすでにいくつかの葉が落
ち，残った 4枚の葉も光沢がなく，変色していた
ため，越冬できる可能性は低いと判断され，スナ
ヅルも越冬できず枯死するものと考えられる．
スナヅルは分布が広く，Guppy (1917)や Muir 

Fig. 1. Results of buoyancy test in fruits of Cassytha filiformis 
which were soaked into sea water. Error bars indicate standard 
deviation.

Fig. 2. Records of Cassytha filiformis beyond the distribution area. 
Existing (●), extinct (○), new locality (★).

Fig. 3. Cassythe filiformis parasitizing Ipomoea pes-caprae in the 
Goto Islands.
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(1933)の記述から判断すると，果実が海に流出す
るまでの期間や状態，あるいは地域によって浮遊
能力に違いがある可能性があり，今回の実験でも
浮遊能力にかなり変異があることがわかった．し
かし，スナヅルの果実は海水での浮遊能力をもっ
ていることは間違いなく，生育地に落下した果実
が，強風や高波などによって海に流出した後，海
流散布され分布拡大していくものと考えられる．

証拠標本
長崎県五島市玉之浦町大宝，1 m alt. (H. Nakanishi, 

no.26482, 22. Nov. 2025，亜熱帯植物研究所所蔵 )
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